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基本理念「人間を大切にすることがすべての根元である」
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芦 

沼

　

最
近
「
推
し
活
」
と
い
う
ワ
ー

ド
を
耳
に
す
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。「
推
し
活
」と
は
、
自

分
に
と
っ
て
一
押
し
の
人
物
（
＝

推
し
）
を
様
々
な
形
で
応
援
す
る

活
動
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
実

は
私
も
地
元
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

を
日
々
応
援
し
て
い
る
サ
ポ
ー

タ
ー
の
１
人
で
、
開
催
さ
れ
る

多
く
の
試
合
に
参
戦
し
、「
推
し
」

の
選
手
を
現
地
で
応
援
し
て
い

ま
す
。
最
初
は
１
人
で
観
戦
し

始
め
た
の
で
す
が
、
徐
々
に
知

ら
な
い
人
と
顔
見
知
り
に
な
り
、

今
で
は
そ
の
数
は
10
名
を
超
え
、

ス
タ
ジ
ア
ム
で
一
緒
に
な
っ
て

応
援
す
る
形
が
日
常
に
な
り
ま

し
た 

▼
よ
く
あ
る
話
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
今
で
も

不
思
議
な
こ
と
が
一
つ
。
こ
の

メ
ン
バ
ー
の
名
前
は
わ
か
る
の

で
す
が
、
そ
れ
以
外
は
一
切
何

も
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

あ
る
意
味
不
思
議
な
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
で
す
。
自
分
の
性
格
上
、

知
ら
な
い
人
と
付
き
合
う
こ
と

は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
の
で

す
が
、
今
で
は
こ
の
一
緒
に
い

る
時
間
が
と
て
も
大
切
な
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す 

▼
地
域
の
方

の
話
を
伺
う
中
で
、
時
々
組
合

員
同
士
の
活
動
を
通
し
て
自
分

の
生
活
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と

の
話
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

最
初
は
ち
ょ
っ
と
し
た
キ
ッ
カ

ケ
で
関
わ
っ
た
組
合
員
活
動
が
、

そ
の
人
の
そ
の
後
の
生
活
を
豊

か
に
す
る
。
医
療
生
協
は
そ
ん

な
人
と
人
と
の
「
繋
が
り
」
を
活

動
を
通
じ
て
日
々
担
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

（
Ｍ
・
Ｔ
）

《 創立50周年記念式典が開催 》
平山元県知事講演

これからの新潟医療生協に期待することこれからの新潟医療生協に期待すること
　
平
山
征
夫
元
県
知
事
よ
り
、冒

頭
、佐
野
藤
三
郎
氏
、佐
野
誠
一
氏
、

三
膳
秋
坪
氏
な
ど
創
立
に
尽
力
さ

れ
た
方
々
に
敬
意
が
送
ら
れ
ま
し

た
。講
演
か
ら
、勇
気
と
励
ま
し
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
ぜ
創
立
時
に
協
同
組
合
方
式

を
取
り
入
れ
た
か

経
済
成
長
を
背
景
に
、
地
域
は
都
市
化

が
発
展
し
、
新
し
い
住
民
と
農
業
者
が
入

り
混
じ
る
中
で
新
旧
の
住
民
が
共
存
す
る

た
め
に
は
、
地
域
の
自
立
と
住
民
参
加
の

地
域
づ
く
り
が
重
要
と
と
ら
え
ま
し
た
。

み
ん
な
の
知
恵
と
意
見
を
結
集
す
る
協
同

組
合
方
式
を
取
り
入
れ
、
集
ま
っ
た
多
く

の
声
か
ら
健
康
を
守
る
病
院
建
設
が
進
み
、

木
戸
病
院
と
今
日
に
繋
が
る
「
予
防
医
学
」

に
よ
る
住
民
の
健
康
づ
く
り
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

社
会
的
共
通
資
本
と
は
、
医
療
や
教
育

な
ど
の
制
度
資
本
、
道
路
な
ど
の
社
会
イ

ン
フ
ラ
、
大
気
や
森
林
な
ど
の
自
然
資
本

医
療
と
社
会
的
共
通
資
本

笑いヨガ体験教室

平山 征夫  元新潟県知事

班 会

健康チェック

健康セミナー 私たちの
予防医学の
一例

の
３
本
柱
が
「
豊
か
な
社
会
」
の
た
め
に
欠

か
せ
な
い
自
然
環
境
と
社
会
的
装
置
で
あ

り
、
こ
れ
を
社
会
全
体
で
共
通
す
る
財
産

と
す
る
考
え
方
で
す
。
制
度
資
源
を
市
場

原
理
（
売
買
）
に
任
せ
ず
に
、
必
要
な
人
に

い
き
渡
る
、「
人
間
の
幸
せ
」
に
重
点
を
お

く
た
め
に
も
、
官
僚
主
体
で
は
な
く
、
各
専

門
家
集
団
に
よ
っ
て
運
営
す
る
こ
と
が
必

要
と
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
今
の
医
療

崩
壊
は
、
資
本
主
義
の
行
き
詰
ま
り
に
あ

り
、
今
ま
で
の
よ
う
に
医
療
を
経
済
に
合

わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
医
療
に
経
済
を
合

わ
せ
る
制
度
つ
く
り
が
必
要
と
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

創
立
以
来
取
り
組
ん
で
い
る
「
予
防
医

学
」
に
力
を
注
ぎ
、
地
域
か
ら
で
き
る
だ
け

病
人
を
出
さ
な
い
。
理
想
は
、
多
く
の
医
療

機
関
が
連
携
し
、
一
人
ひ
と
り
の
人
間
に

目
を
配
れ
る
地
域
づ
く
り
に
あ
り
、
み
ん

な
の
知
恵
と
意
見
が
あ
つ
ま
る
医
療
生
協

の
特
性
に
は
大
い
に
期
待
し
ま
す
。
課
題

は
、
日
々
の
事
業
運
営
に
組
合
員
参
加
の

機
会
は
十
分
与
え
ら
れ
て
い
る
か
、
組
合

員
は
そ
の
参
加
活
動
に
十
分
満
足
し
て
い

る
か
と
投
げ
か
け
、
私
た
ち
を
叱
咤
激
励

し
講
演
を
終
え
ま
し
た
。

　
医
療
や
教
育
、
環
境
、
交
通
な
ど
は
全
て

の
社
会
構
成
員
に
必
要
な
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
う
し
た
社
会
的
共
通
財
産
は
、
市
場
経

済
に
任
せ
て
は
な
ら
な
い
。
目
の
前
の

病
院
経
営
の
困
難
は
ま
さ
に
こ
れ
を
表
し

て
い
る
と
、
参
加
者
は
講
演
に
感
動
し
ま

し
た
。

新
潟
医
療
生
協
へ
の
期
待
と
課
題



新潟医療生活協同組合 2025年10月1日（第586号）　　（2）

創立50周年記念式典が開催されました

理
事
会
報
告

９月４日（木）下記の議題にて第４回理事会が開催されました
【承認事項】
❶７月の組織状況報告 承認の件 
・専門委員会からの報告
・創立50周年記念式典について
❷７月の事業所状況報告 承認の件 
・各事業所状況報告
・コンサルタントとの進捗状況について

❸７月の経理状況報告 承認の件
❹生協強化月間の方針の件
❺石山関連事業所について

【議決事項】
❶規程・規則改定の件
・新潟医療生活協同組合　組織規
則の一部改定
❷自由料金設定の件
・小児インフルエンザ予防接種
料金（フルミスト点鼻薬）

【報告事項】
❶健康まつりの件
❷理事会議事録（第２回）修正
内容確認の件
❸第３回理事会議事録確認の件
❹第１四半期業務会計監査報告
❺その他

新
潟
医
療
生
活
協
同
組
合
創
立
50
周
年
記
念
式

典
が
９
月
20
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟

東
映
ホ
テ
ル
に
総
勢
２
２
４
名
が
参
会
の
も
と
、

創
立
50
周
年
の
あ
い
こ
と
ば
「
つ
な
が
り 

つ
な
ぎ 

つ
づ
け
る
」
を
確
認
し
、
来
る
生
協
強
化
月
間
の

気
勢
を
あ
げ
ま
し
た
。

３
部
構
成
と
な
る
式
典
は
、
元
新
潟
県
知
事
の

平
山
征
夫
氏
に
よ
る
「
こ
れ
か
ら
の
新
潟
医
療
生

協
に
期
待
す
る
こ
と
」
の
記
念
講
演
で
は
じ
ま
り

ま
し
た
。

主
催
者
代
表
挨
拶
で
鈴
木
理
事
長
は
、
来
賓
の

方
々
へ
参
会
の
お
礼
を
述
べ
た
後
、
当
生
協
の
50

年
を
要
所
で
振
り
返
り
、
佐
野
藤
三
郎
初
代
顧
問

が
提
唱
し
た
医
療
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
の

継
承･

発
展
を
皆
で
や
っ
て
い
こ
う
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

第
２
部
は
、
新
潟
県
よ
り
澤
田
県
民
生
活
課
長
、

中
原
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
５
名
の
方
よ
り

祝
辞
を
い
た
だ
き
、
プ
ロ
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

新
潟
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
様
よ
り
演
奏

い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
３
部
は
、
初
代
副
理
事
長
（
木
戸
病
院
初
代

院
長
）
の
斎
藤
恒
氏
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
当

時
一
緒
に
働
い
た
元
職
員
た
ち
で
歓
喜
の
輪
が
で

き
ま
し
た
。
乾
杯
は
、
佐
藤
副
理
事
長（
木
戸
病
院

院
長
）
の
発
声
で
し
た
。
多
く
の
方
の
感
謝
と
喜

び
の
気
持
ち
、
思
い
出
話
等
の
歓
談
で
会
場
内
が

お
お
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
各

メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
に
お
い
て
、
南
医
療
生
協
（
名

古
屋
市
）
の
成
瀬
顧
問
か
ら
激
励
を
い
た
だ
き
、

桑
野
恭
子
さ
ん
（
大
形
総
支
部
組
合
員
）
の
リ
ー

ド
に
よ
り
、
参
会
者
で
新
潟
医
療
生
協
の
う
た

「
虹
た
つ
あ
し
た
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。
ま
た
生
協

強
化
月
間
を
前
に
各
地
域
の
総
支
部
長
が
元
気
よ

く
頑
張
っ
て
い
く
こ
と
を
話
さ
れ
、
佐
野
専
務
の

挨
拶
で
閉
宴
と
な
り
ま
し
た
。

ス
ラ
イ
ド
上
映
を
行
い
な
が
ら
、
語
り
尽
く
せ

な
い
50
年
の
歴
史
と
、
参
会
者
の
想
い
を
そ
れ
ぞ

れ
に
語
り
合
い
、
会
場
内
も
勇
気
づ
け
ら
れ
た
記

念
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

新潟市の掲げる｢心と体の健康の増進｣を
新潟医療生協は行ってきた。ともに市民生
活の向上に取り組んでいきたい。

新潟市長  中原 八一

50年誌を読み、組合員活動に感銘を受け
た。次の50年の発展のためにともに牽引し
ていきたい。
新潟県生協連 会長理事  登坂 康史

コロナ禍での木戸病院や訪問看護なじょ
もの尽力に敬意を表する。今後も地域に
根差した、協同組合としての活躍を期待
してやまない。
新潟県県民生活課長  澤田 紀子

元新潟県知事  平山 征夫
記念講演講師

初代副理事長（木戸病院初代院長）  
斎藤 恒

南医療生協 顧問  成瀬 幸雄

総支部からの決意表明

新潟医療生協のうた「虹たつあした」
プロ弦楽アンサンブル

新潟シンフォニエッタTOKI様の演奏

佐野藤三郎氏の地域住民を思う志が継承され
ておりとても嬉しい。更なる進化を続け地域住
民の信頼をより大きくしていってほしい。
亀田郷土地改良区 理事長  阿部 徳威

地域まるごと健康づくりに取り組む、全国の生協
を代表してお祝いを申し上げる。2030ビジョンの
取り組みにもはずみをつけたい。
日本医療福祉生協連 専務理事  片山 忍
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川
崎
病

川
崎
病
〜
子
ど
も
の
発
熱
、

　
も
し
か
し
て
川
崎
病
か
も
？
〜

〜
子
ど
も
の
発
熱
、

　
も
し
か
し
て
川
崎
病
か
も
？
〜

川
崎
病
は
、
主
に
小
児
に
発
症
す
る

急
性
の
全
身
性
血
管
炎
で
す
。
５
歳
以

下
の
乳
幼
児
に
多
い
で
す
が
、
も
っ
と

大
き
な
お
子
さ
ん
で
も
か
か
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
原
因
は
ま
だ
は
っ
き
り
と

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
何
ら
か
の
感

染
や
免
疫
反
応
が
関
与
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
９
６
７
年
に
日

本
で
初
め
て
報
告
さ
れ
て
以
来
、
国
内

で
は
年
間
１
万
人
以
上
の
子
ど
も
が
発

症
し
て
お
り
、
決
し
て
珍
し
い
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
く
て
も
疑
わ
し
い
場
合
は
病
院
を
受

診
し
医
師
に
判
断
し
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
で
す
。

     最
も
注
意
す
べ
き
合
併
症
は
、
心

臓
の
冠
動
脈
瘤
（
か
ん
ど
う
み
ゃ
く

り
ゅ
う
）
で
す
。
冠
動
脈
は
心
臓
に

血
液
を
送
る
重
要
な
血
管
で
、
炎
症

が
進
む
と
瘤
（
ふ
く
ら
み
）
が
で
き
、

将
来
的
に
心
筋
梗
塞
の
リ
ス
ク
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

 

治
療
の
基
本
は
入
院
し
て
早
期
に
治

療
を
始
め
る
こ
と
で
す
。
標
準
的
な
治

療
は
次
の
通
り
で
す
。

・
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
静
注
療
法
（
Ｉ
Ｖ

Ｉ
Ｇ
）：
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
へ
の
免

疫
反
応
を
抑
え
る
薬
を
点
滴
で
投
与

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
発
熱
や
炎

症
を
抑
え
、
冠
動
脈
へ
の
障
害
を
予

防
し
ま
す
。

主
な
症
状

石山診療所閉院のお知らせ
　平素は当生協が運営している「石山診療所」に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　昨今の医師不足の状況の中、また最近の厳しい診療報酬改定状況などの理由により、石山診療所の運営状況がここ数
年非常に厳しい状況となっておりました。
　石山診療所においては診療体制の充実と経営改善をしていくために常勤医師体制を構築すべく継続して努力をして
まいりましたが、現在まで採用の目途が立っておりません。
　このような状況の中、9月30日をもって石山診療所を閉院することといたしました。なお現在、石山診療所に通院さ
れている皆様方には紹介状を作成し、法人内の木戸病院、木戸クリニックを
中心に今後も治療が継続できますよう、個別にご案内をさせていただいてお
ります。
　石山地区において地域医療を担ってきた石山診療所の突然の閉院報告によ
りご迷惑、ご心配をお掛けしますことに深くお詫び申し上げます。診療所は
閉院となりますが、引き続き今後も地域の医療と介護、そして暮らしを守る活
動を継続してまいりますので、ご理解ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

新潟医療生活協同組合　
理事長　鈴木　克夫

木戸病院耳鼻咽喉科外来のご案内
耳鼻咽喉科外来は、2025年４月より診療日が拡大され、
月～金曜日と第２・第４土曜日に診療を行っております。
当日の受付も承っております。お電話にてお問い合わせください。
詳細は８面の「診療案内」にてご確認ください。

小児科
相田 麻依

・
ア
ス
ピ
リ
ン
：
炎
症
を
抑
え
、
血
栓

（
血
の
か
た
ま
り
）
が
で
き
る
の
を

防
ぐ
た
め
に
使
い
ま
す
。

重
症
の
場
合
に
は
、
追
加
治
療
が
行

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

治
療
が
早
く
始
ま
れ
ば
、
多
く
の
お

子
さ
ん
は
後
遺
症
な
く
回
復
し
、
通
常

の
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
後

遺
症
が
な
い
場
合
で
も
外
来
で
数
年
間

は
、
心
臓
の
超
音
波
検
査
を
定
期
的
に

行
い
ま
す
。

川
崎
病
は
早
期
の
対
応
で
重
症
化
を

防
げ
る
病
気
で
す
。
お
子
さ
ん
の
熱
が

続
き
、
上
記
の
症
状
が
い
く
つ
か
見
ら

れ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
小
児
科
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。「
た
だ
の
風
邪
」
で

は
済
ま
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
気

に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合
は
迷
わ
ず
、

小
児
科
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

   川
崎
病
に
か
か
ら
れ
た

お
子
さ
ん
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

保
護
者
の
方
へ

治
療

合
併
症
と
注
意
点

①熱（不機嫌になることが多いです）

②両目の充血（目やにが少なく、白目が赤くなる）

③唇の赤みや乾燥、いちご舌（舌がブツブツで
赤くなる）、喉の赤み

④発疹（BCG接種痕も赤くなることがある）

⑤手足のむくみや赤み

⑥首のリンパ節の腫れ

こ
れ
ら
の
う
ち
５
つ
以
上
が
揃
う
と

川
崎
病
と
診
断
さ
れ
ま
す
が
、
す
べ
て

の
症
状
が
そ
ろ
わ
な
い
「
不
全
型
川
崎

病
」
も
あ
る
た
め
、
症
状
が
揃
っ
て
い

６つの主要症状



８月21日　学童クラブなじょもにて
子どもと大人合わせて96名の参加でした

大型紙芝居「かわいそうなぞう」の
読み聞かせ

コープデリにいがたさんと社保・平和委員会による
国際協同組合年・協同組合間の取り組み
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生活習慣で
リスクを下げる

受診の目安

新薬との
付き合い方

暮らしの備え

血圧・血糖の管理、難聴や白内障の早めの受診、飲酒は控
えめ、コーヒーやお茶を適量に。
野菜や魚、大豆、ナッツ、オリーブ油を意識した食事、週２
～３回30分程度の有酸素運動、そして禁煙。

お金の管理など複雑な家事（iADL）のつまずき、急に進む
物忘れ、幻視やレム睡眠行動障害が続くとき。

進行を完全に止める薬はなく、早めに相談して暮らしの準備
を始めることが大切。新薬は遺伝子検査や副作用の問題もあ
り、慎重な判断が必要です。

介護保険は早めに申請し、地域包括支援センターや家族と一
緒にACP（人生会議）を話し合う。

残り募集額
3,000万円

新潟医療生協の安全・安心と在宅医療の
充実を図るため新潟医療生活協同組合

建 設 債

地域活動部 ☎025（274）7139お問い合わせ先

募集目的

１・３・５年満期（    　　　　）預入期間 中途解約の場合は
利子はつきません。

預入金額

対象条件
10万円～（10万円単位）
当法人の組合員に限る

2025年４月３日～2026年３月31日
※上限に達し次第、募集を終了する場合がございます。
　予めご了承ください。

1,000万円未満
1,000万円以上

１年満期預入金額 ３年満期 ５年満期
0.4％ 0.5％ 0.7％
0.5％ 0.7％ 0.8％

募集期間

減塩で
おいしい

　塩味は、最初に舌に触れた時に感じる
ので、表面に味をからめることが減塩の
ポイントです。
　ほどよく焼き色をつけると、香ばしい
風味も味付けのひとつとなります。
　カレーの香りが食欲をそそる一品です♪

管理栄養士より

鶏のソテー カレー風味
●1人分：188kcal  ●塩分：0.8g

作り方

材料（4人分）
●鶏もも肉…200g（１枚）

●サラダ油…12g（大さじ1）

塩…２g（小さじ1/3）
小麦粉…40g（大さじ4）
カレー粉…２g（小さじ1）

Ⓐ

付け合わせ
●カリフラワー…80g（1/4個）
●赤ピーマン…40g（1/4個）
●エリンギ…40g（1/2パック）
●サラダ油…12g（大さじ1）
●塩…1.2g（小さじ1/5）
●こしょう…少々

鶏肉を一口大に切る。
ポリ袋にⒶを入れてよく振り混ぜる。
鶏肉を加えて、表面に粉をつける。
フライパンにサラダ油を熱し、鶏肉を
並べて中火で焼く。
焼き色が付いたら裏返して、中まで
しっかり火を通す。

①
②

③

④

〈鶏のソテー カレー風味〉
カリフラワーは小房に分ける。
赤ピーマンとエリンギは短冊切
りにする。
フライパンにサラダ油を熱し、
①を炒める。
全体に油がまわったら、②を加
えて炒める。
塩、こしょうで味付けする。

①
②

③

④

⑤

〈付け合わせ〉

学童クラブなじょも

いのちをはぐくむ 人間にとって、大切なこと…
　２年前（2023年）地域まちづくり委員会が、学童クラブなじょもの
子どもたちのために企画した『命のアサガオ』のイベント。絵本の読
み聞かせ・種植え・種の袋詰めを行ってきました。
　そして今年（2025年）の８月、なじょもにコウスケ君のお母さん
“丹後まみこ”さんをお呼びして『命のアサガオ』の講演をしていただきました。
　コウスケ君が元気だった頃の話…コウスケ君の病気が分かった頃の話…コウスケ君のつらい闘病生活
の話…。32年が経った今でも、丹後さんにとってはずっと悲しく、ずっと大切なお話でした。

　これらの感想と話を聞いている子どもたちの姿勢や
表情などから、『心に響く』講演だったと確信しています。
　このような素晴らしい会を企画してくださった地域まち
づくり委員会と堀川前委員長、大切な大切なお話を私た
ちにしてくださった丹後まみこ様。本当にありがとうござ
いました。

学童クラブなじょも　職員一同

・命がとても大切だということが分かった。
・つらい治療をがんばったコウスケ君は、すごいと思った。
・死ぬということが、とても悲しいことだと分かった。

コウスケ君のお母さん  丹後 まみこ さん

丹後さんのお話を真剣に聞く子どもたち

講演当日の朝に綺麗に咲いていた『命のアサガオ』

実話をもとに作られた映画
「いのちのあさがお」を視聴

『命のアサガオ』のイベント企画に尽力されている
地域まちづくり委員会  堀川 孝明 前委員長

　旧中条町（現胎内市）の小学１年生“コウスケ君”。平成５
年（1993年）、７才のコウスケ君は骨髄移植を受けられな
いまま白血病で亡くなりました。悲しみの中にいたお母さん
は、ある日コウスケ君が育てたアサガオの花を見つけ、「コ
ウスケは、生きている！」という希望が生まれました…。
　その種は、骨髄バンク運動でも配られ『命のアサガオ』
として全国に広がっています。

学童クラブなじょもの子どもたちの感想

いのちをいたわる

『命のアサガオ』とは…

　おたがいさまのまちづくり実行委員会と在宅医療・介護連携ステーション東第２が主催し、木戸病院 神経内科・
岩淵洋平医師を講師にお迎えして学習会を行いました。
　当日は、地域の方々が次々と集まりました。講演が始まると、皆さんがうなずきながらメモを取ったり、時折小さ
く笑いが起こったりと、終始和やかで前向きな空気に包まれていました。
　岩淵医師は「認知症は“絶対にならない”を目指すより、どうともに暮らすかを考えることが大切」と話し、表の通
り日々の工夫を紹介してくださいました。
　「完璧より、続けられる工夫を大切に」との温かいメッセージに、
参加者からは「これなら私もできそう」「家族に話してみたい」と
いった声があがり、会場全体が安心と学びに包まれた時間となり
ました。
　地域包括木戸・大形の坂井さんより、毎月20日には中山ウエ
ルシアで認知症サポーター養成講座と認知症カフェも開催中であ

ること、また地域で支え合
いながら、驚かせない・急
がせない・否定しない関わ
りを広げていきましょう、と
活動内容と合わせてお話を
いただきました。

　今から80年前、日本はアメリカと戦争をして爆弾が雨のように降ってきていました。空
襲による動物の脱走を防ぐために、上野動物園では多くの動物たちが次々に殺されていっ
たのです。本当にあった本当のお話に、子どもたちは真剣に紙芝居を見ていました。
　１人の子から出た素直な感想は、「動物園の人がとても悪い！」というものでした。それ
に対し、「本当にそうかな？戦争がなければ動物
園の人たちもひどいことをしなかったんじゃない
かな？」と問いかける場面もありました。
　この紙芝居をきっかけに、自宅で戦争や平和に
ついて家族で話す機会があることを願います。

大型紙芝居「かわいそうなぞう」ができるまで
市民生協にいがた（現コープデリにいがた）さんの平和
を守りたいお母さんたちが、「この本はとても良い本な
ので紙芝居にしよう」と絵本の文と絵を描いた先生た
ちにお願いし、お母さんの１人の平和委員・丸山由美
子さんが、皆さんに見てもらおうと毎日毎日一生懸命
に大きな絵を描き、1991年７月11日に完成しました。

認知症と“ともに暮らす”ヒントを学ぶ学習会を開催

今年も健康まつりを
開催します！

日 時

会 場

参加費

2025年11月15日（土）
10：00～15：00
木戸病院
無料
医師による健康講演や
ピアノ演奏などを
予定しております。

第41回

健康まつり

組合員　　 1,000円
組合員以外 2,000円

出店希望の方は下記の
電話番号までお申し込み・
お問い合わせください。

出店料

地域活動部  ☎025（274）7139
お申し込み・お問い合わせ先
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第140号

新潟医療生協
実践発表会を開催します！

生協学校開催のご案内
2025年
第１回

～地域組合員と職員がともに学び合う～

　実践発表会では、地域組合員が行っている活
動や、普段はなかなか聞くことができない専門
職の仕事内容や取り組みについて、詳しく知るこ
とができます。
　実践発表会に参加し、地域組合員・職員の発
表を聞いてみませんか？

日 時

会 場

演 題

お申し込み・お問い合わせ先 地域活動部 ☎025（274）7139

＊詳細については、
　次号にてお知らせ
　いたします。６演題予定

木戸病院内

2025年11月15日（土）
10：30～13：00予定

会場 木戸病院 ３階 講堂
対象 新潟医療生協 組合員 講師 地域包括部 平野 仁美

日時 2025年10月25日（土） 13：30～

（健康まつり時間内）

広報・教育委員会主催 院所内教育委員会主催

　第１回のテーマは ACP（アドバンス・ケア・プランニング） です。
　突然の病気やケガで、「延命治療はしたくない」「できるだけ家
で過ごしたい」そんな思いを伝えられなくなったとしたら…？
　今、自分が元気なうちから、「どんな医療やケアを受けたいか」
「もしものとき、誰に自分の思いを託すか」などを考え、大切な人
と話し合っておく取り組みが注目されています。
　それが、ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）です。
学習会ではこんなことを学びます学習会ではこんなことを学びます
ＡＣＰってなに？
「自分らしい最期」とはどういうこと？
家族や医療者と、どう話し合えばいい？
元気な今だからできる備えとは？

　誰にとっても大切な
「もしものとき」につい
て、一緒に学びましょう。
　ぜひお申し込みくだ
さい。

～あなたと大切なひとの「もしものとき」のために～

　毎年恒例となっているなじょもを多くの皆さまに
知っていただくお祭りの開催が今年も決定しました。
　これまでの「なじょも収穫祭」から「なじょも感謝
祭」へと名称を変更して、2025年11月１日（土）に
開催いたします。（９：30 ～開始予定）
　これまでと同様に、多くの皆さまがなじょもを
「知って・楽しむ」お祭りとして様々な企画（スタンプ
ラリーやフリーマーケットなど）を予定しております
ので、ぜひ足をお運びください。

　また、当日のフリーマーケット出店者も
募集中です。一区画1,000円・新潟医療
生協の組合員限定で出店可能ですので、
お申し込みご希望の方は下記問い合わせ
先までご連絡をお願いいたします。
　お問い合わせはなじょも総合事務まで
お願いします。
平日９：00～16：00  ☎025（250）7251

第23回

■開■催■決■定■！！

2025年６月１日は、ほほえみの里きど開設20周年の
記念日でした。記念行事には約70名の地域住民の皆さ
まにご来園いただきました。ほほえみの里きど地域貢献
員会が中心となり、矢田施設長の講演、施設の取組紹介、
大人・子供それぞれに餅まきとお菓子くじ、輪投げや水ふうせん等で、楽しんでいただきました。
これからも地域の皆さまから選んでいただける施設を目指して、また次の10年！より良い医療・介護を提供できるように精

進してまいりたいと思います。

ほほえみだより 介護老人保健施設
ほほえみの里きど

ほほえみの里きど
20周年記念行事♪
ほほえみの里きど
20周年記念行事♪

餅まきの様子 玄関の様子

参加費
無料
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インフルエンザ予防接種・コロナウイルスワクチン接種の
予約がはじまります！

接種期間
接種日

接種受付時間

接種料金

インフルエンザ
2025年10月下旬～12月下旬

（不定期）

65歳以上の方または
60歳～64歳で
身体障害手帳1級相当の方
65歳未満の方
（生活保護世帯の方も含む）

2025年10月17日～12月24日
月、火、金

木戸病院 木戸クリニック

14：00～14：30 14：30～15：00

1,650円（税込）  ＊生活保護世帯の方は無料

組合員 3,850円（税込） ／ 組合員以外 5,500円（税込）

接種期間
接種日

接種受付時間

接種料金

コロナウイルス
2025年10月中旬～2026年３月中旬

（不定期）

65歳以上の方または
60歳～64歳で
身体障害手帳1級相当の方
65歳未満の方
（生活保護世帯の方も含む）

調整中

木戸病院 木戸クリニック

14：00～14：30

8,000円（税込）前後  ＊生活保護世帯の方は無料

組合員 16,830円（税込） ／ 組合員以外 19,030円（税込）

今年度の健康診断はもうお済みですか？
10月に入り、今年度も残り半分となりました。

ご予約がまだの方は、ぜひお早めにお申し込みください。
健康診断は“早めのチェック”が大切です。

ご予約お待ちしております。
※各種がん検診は検査枠に限りがございます。
　　何卒ご理解のほどよろしくお願いいたします。

木戸病院健診センター
☎025（270）1831
（電話受付時間）

月～金········８：30～17：00
第２・４土····８：30～12：30

« 予約方法 »
ワクチン専用ダイヤル ☎0570（001）273  平日 10：00～16：00
ワクチン専用ダイヤル ☎080（9559）8456  月・火・水・金 10：00～16：00
インフルエンザ予防接種は、木戸クリニック受付での対面予約も可能です。

木 戸 病 院
木戸クリニック

健診センターより

健康診断の
ご案内です

ご予約・お問い合わせ先

保育士
大募集
保育士
大募集

きどっこは病気や回復期で集団生活に参加できないお子さん
をお預かりする、保育と看護が一体となった生後６ヶ月から
小学６年生までのお子さんが対象の病児保育室です。

・少人数保育でじっくり向き合える
一人ひとりの気持ちや体調に寄り添い、信頼関係を
深めることができます。
・チームワークを大切にする
保育士・看護師・医師が連携し子どもを見守ります。
わからないこともすぐに相談できる安心な環境です。

「病児保育室きどっこ」にご興味のある方は、お気軽にお問い合わせください。

土・日・祝日

求人情報の
詳細はこちら◀お問い合わせ先

人事課
☎025（250）0951

保育士（パート/病児保育室きどっこ）

時間額：1,050円
【互助会手当】月額：2,000円　給与 賞与 あり

就業時間
（１）  7時45分～16時15分
（２）10時00分～18時30分
（３）  8時30分～17時00分

休日

木戸病院併設の病児保育室
きどっこでの保育士業務

病児保育きどっこ病児保育きどっこ

きどっこでのお仕事

🌼 きどっこについて 🌼



診 療 案 内

●緊急手術や病棟・救急車などの緊急対応、又、医師の急な出張等により担当医の変更や休診をする事がございますのでご了承ください。

耳鼻咽喉科外来は2025年４月から診療体制が変更となりました。当日予約も受付しています。AM10:30までにご連絡ください。

※ 赤字表記部分が前月と変更となっております。

内 科

婦 人 科

小 児 科

神 経 内 科

外 科

整 形 外 科

皮 膚 科

皮 膚 科

耳鼻咽喉科
泌 尿 器 科
眼 科

脳神経外科

ペｲﾝｸﾘﾆｯｸ外科

歯 科
口 腔 外 科

高橋　俊昭
菊池真理子
樋浦　　誠
相馬　規子
樋浦　　誠
相馬　規子

渡邊　智子
阿部　要一

所澤　　徹
髙橋　直樹

河井　一浩

北村　康男
大学医師

大学医師 大学医師

星名由紀子
鈴木　　博

星名由紀子
藤田　孝子
鈴木　　博

伊藤　咲希
相馬　規子

樋浦/伊藤/相馬（　　　　 ）
伊藤　咲希
相馬　規子
畠山　　悟
山田　　明

髙橋　直樹

河井　一浩
大学医師

大学医師
星名由紀子
鈴木　　博

星名由紀子
藤田　孝子
鈴木　　博

北村　康男

伊藤　咲希
相馬　規子

福田　卓真
阿部　要一

髙橋　直樹

河井　一浩

大学医師 大学医師

樋浦　　誠
相馬　規子
樋浦　　誠
相馬　規子

渡邊　智子

所澤　　徹

川口　　正
河井　一浩

北村　康男
大学医師
星名由紀子
藤田　孝子

星名由紀子
藤田　孝子

伊藤　咲希

福田　卓真
山田　　明

河井　一浩
大学医師

伊藤　咲希

畠山　　悟
阿部　要一

河井　一浩
大学医師

大学医師 大学医師
河野　達郎 河野　達郎

大学医師
星名由紀子

大学医師
藤田　孝子

樋浦　　誠
相馬　規子

樋浦/伊藤/相馬（　　　　 ）
伊藤　咲希
相馬　規子
福田　卓真
山田　　明

所澤　　徹
髙橋　直樹

河井　一浩

小野寺　理
菊池真理子

高橋　俊昭
大学医師

PM（予約制）

AM

樋浦　誠（生活習慣病・診察AM10：30～）

専　門
（予約制）

AM
8：30～11：00

予約制

AM8：00～11：00（予約制）

AM8：00～11：00（予約制）

AM8：00～11：00

PM2：30～4：30

AM8：00～11：00

AM8：00～11：00

AM8：00～11：00

PM（予約制）

AM8：00～10：30

AM9：00～11：00（予約制）

AM8：00～11：00

AM8：30～11：30

PM（予約制）

PM
1：30～4：00

※ 八木医師は、10月1日（水）、10月3日（金）、10月15日（水）～10月31日（金）は休診となります。　※ 岸医師は、10月1日（水）は休診となります。　※ 飯田医師は、10月10日（金）は休診となります。

乳児健診・
受付PM1:00～

診療科 受付時間 月 火 水 木 金 第2土 第4土

岩淵　洋平
菊池真理子

北原真紀子
菊池真理子

阿部要一（1・3・5週）
畠山　悟（2・4週）

AM8：00～11：00

青山あずさ
摺木陽久（消）
大学医師（膠）
阿部孝洋（糖/内）
池主裕子（循）

津田晶子（糖/内）
大学医師（循）

三井田　孝
内科医師
内科医師
塙　　晴雄
増子　正義

津田晶子（糖/内）
荻原智子（糖/内）

内科医師
内科医師
増子　正義

津田晶子（糖/内）
荻原智子（糖/内）
矢田　省吾

矢田　雄介
岸　由美子
長谷川隆志
五十嵐　登

河邊　昌哲 
摺木　陽久
滝澤　大輝 

大学医師（血）
山口利夫（循）（1・3・5週）
横山　恒（消）（1・3・5週）
津田晶子（糖/内）
濱ひとみ（腎/糖）
大学医師（循）

矢田雄介（腎）
山口利夫（循）
津田晶子（糖/内）
荻原智子（糖/内）

成田淳一（呼）

大学医師
阿部　孝洋
須田　悠太
田中　純太

岸　由美子
内科医師
横山　　恒
荻原　智子

対応可能時間：月～金曜日 AM8:00～PM4:30、第2・第4土曜日 AM8:00～10:30（歯科はAM8:30～10:30）　※午前8時から30分程度は電話回線が大変混雑いたします。

矢田省吾（腎/糖）
河邊　昌哲（呼）
滝澤大輝（糖/内）

濱　ひとみ
大学医師
成田　淳一
池主　裕子

五十嵐登（循）
佐藤秀一（消）
大学医師（血）
津田晶子（糖/内）

長谷川隆志（呼）
大学医師（循）
荻原智子（糖/内）
矢田雄介（腎）

予防接種・
受付PM1:00～

須永　隆夫
荻原　忠久

須永　隆夫
八木　寛朝
佐藤　信輔 佐藤　信輔 佐藤　信輔

須永　隆夫
荻原　忠久

須永　隆夫

須永　隆夫八木　寛朝
CPAP外来（予約のみ）

須永　隆夫
八木　寛朝
飯田　久貴
須永　隆夫
飯田　久貴

須永　隆夫
佐藤　　弘

CPAP外来（予約のみ）

須永　隆夫
八木　寛朝

八木 寛朝（予約のみ）
岸　由美子

◎最新の情報は各事業所にお問い合わせください。

☎025（273）2175 ☎025（273）2151㈹

新　患
8：00～11：00

予約
・
一般

　 AM
8：30～11：30

　 PM
1：30～4：30

新潟医療生活協同組合 2025年10月1日（第586号）　　（8）

矢田省吾（腎/糖）
阿部孝洋（糖/内）
濱ひとみ（腎/糖）
大学医師（循）

大学医師
大学医師 大学医師

星名由紀子
藤田　孝子

星名由紀子

北村　康男
大学医師
星名由紀子
藤田　孝子
鈴木　　博
星名由紀子
藤田　孝子
鈴木　　博

※診療案内は変更される場合がございます。

（大学）
（頭痛／神経内科）

◉石山診療所　☎025（276）5111

◉木戸クリニック　☎025（274）7960 ■休診日：日曜・祝祭日、第１・３・５土曜日

◉木戸病院 健診センター　☎025（270）1831

■休診日：日曜・祝祭日・第１･３･５土曜日
■電話受付時間：月～金曜日　AM８:30～PM５:00、
　　　　　　　　第２･第４土曜日　AM８:30～12:30

各種健診承ります。オプション検査１つだけでもお受けいただけます。
詳しくは、お電話またはホームページをご覧ください。

脳ドック・人間ドック・特定健診・新潟市がん検診・雇用時健診 詳細はこちらから

※９月末をもちまして石山診療所は閉院となりました。なお受診に関するご相談は引き続き行っておりますので、
　お電話にてお問い合わせください。

診療科 受付時間 月 火 水 木 金 第2土 第4土


